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【目的】視覚障害者の生活訓練等に従事する専門職（視覚障害生活訓練専門職）の養成を行って

いる日本ライトハウス養成部及び当センター学院視覚障害学科の修了生及び卒業生を対象とし、

現在の就労状況や当該専門職に対する考え等を把握、分析し、当該専門職の専門性の担保や資質

向上、待遇改善や人材確保等を目的とした当該専門職の資格化等の検討に資することを目的とし

て、上記の二つの養成課程及び視覚障害リハビリテーション協会が共同で当該調査を実施した。 

【方法】日本ライトハウス養成部視覚障害生活訓練等指導員養成課程修了生 344 名及び学院視覚

障害学科卒業生 150 名の計 494 名（全修了生・卒業生のうち住所ないし勤務先を把握している者）

を対象として、調査時点を平成21年7月1日とする、調査票等の送付による郵送調査を実施した。 

【結果及び考察】回答数は 207、回答率は 41.9％で、49 項目毎に集計した（集計項目に関しては

資料 1参照）。回答者の平均年齢は 41.6 歳、性別は男女共に 5割前後で、現在視覚障害者の生活

訓練に従事している者（現従事者）は全体の約 5割であった（結果の詳細に関しては資料 2参照）。 

 現従事者は訓練従事経験の無い者（未従事者）と比べ平均年齢が高い（特に 29 歳以下の割合が

低い）こと、過去に従事経験があり現在は従事していない者の訓練従事時の職場の勤続年数や離

職理由をみると、平均勤続年数が 10 年以上で、「結婚」や「出産・育児」等で離職することが多

い女性を除くと約 14 年になる等、離職まで比較的長く勤めていること、離職理由の 5割以上が「人

事異動、定年退職」であること等から、若年層は、当該専門職に就いた後短期間でその職場を辞

めてしまうのではなく、そもそも当該専門職に新たに就こうとする者が少ないといえる。 

また、女性の現従事者は、男性と比べて従事する訓練の種類が多く、訓練の現場では多岐に渡

って活躍しているといえるが、その月給額や賞与額をみると、年齢が低い時には男性と同等の額

であるが、年齢が高くなるにつれ男性の額との差が大きくなっており、結果男性の年収試算額は

他の医療福祉関係職種よりも高額なのに対し、女性のそれは男性よりも大きく下回っている。平

均年齢や勤続年数の男女差は考慮すべきではあるが、待遇面での男女間格差が顕著だといえる。 

 さらに、若年層の多い未従事者の当該専門職への未就業理由は「他の職種や仕事への興味」が

4 割以上で、特に女性の未従事者においては「仕事を探したが見つからなかった」が 3 割だった。 

将来の当該専門職の担い手である若年層や、多岐に渡って活躍し得る女性に対して、当該専門

職が魅力のある、働きがいのある職種になるような取り組みが必要であろう。 

 回答者が考える当該専門職に求められる能力や必要となる知識及び技術については、調査実施

者側が考えているものと大差無く、未従事者が当該専門職に望む改善点では 3割以上が「専門性

に対する評価の向上」を挙げており、現在行っている当該専門職の専門性の担保や資質向上に係

る取り組みをより一層進めていくことが必要であろう。 

 以上は結果や考察の一部だが、このような結果を踏まえ、当該専門職の人材確保と待遇改善に

向けた取り組みとして、専門職集団の組織化や専門職の資格化等の更なる検討が必要と考える。 



【資料 1】集計項目一覧（※下線の項目については資料 2にその全部ないし一部を掲載） 

 

【回答者の現況】 

１．回答者の視覚障害生活訓練従事の状況 

２．回答者の性別の状況 

３．回答者の年齢構成別の状況 

４．回答者の居住地別の状況 

５．回答者の勤務先別の状況 

６．回答者の勤務先別・年齢階層別・男女別の状況 

７．回答者の勤務先の設置・運営主体別の状況 

８．回答者の勤務先の設置・運営主体別・年齢階層別・男女別の状況 

９．回答者の職種別の状況 

10．回答者の職種別・年齢階層別・男女別の状況 

11．訓練従事経験者の視覚障害生活訓練従事の状況 

 

【視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の現況】 

12．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の男女別・雇用形態別の状況 

13．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の勤続年数別・訓練従事年数別の状況 

14．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の男女別・勤続年数別の状況 

15．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の雇用形態別・勤続年数別の状況 

16．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の男女別・訓練従事年数別の状況 

17．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の雇用形態別・訓練従事年数別の状況 

18．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の訓練別従事率・従事年数の状況 

19．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の訓練別従事年数の状況 

20．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の男女別・訓練別従事率・従事年数の状況 

21．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の男女別・訓練別従事年数の状況 

22．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の雇用形態別・訓練別従事率・従事年数の状況 

23．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の雇用形態別・訓練別従事年数の状況 

24．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の 1 週間の訓練回数の状況 

25．視覚障害生活訓練専門職（現従事者・常勤）の月給額の状況 

26．視覚障害生活訓練専門職（現従事者・常勤）の男女別・年齢階層別平均月給額の状況 

27．視覚障害生活訓練専門職（現従事者・常勤）の男女別・勤続年数別平均月給額の状況 

28．視覚障害生活訓練専門職（現従事者・常勤）と他資格の月給額の比較 

29．視覚障害生活訓練専門職（現従事者・常勤）の年間賞与額の状況 

30．視覚障害生活訓練専門職（現従事者・常勤）の男女別・年齢階層別平均年間賞与額の状況 

31．視覚障害生活訓練専門職（現従事者・常勤）の男女別・勤続年数別平均年間賞与額の状況 



32．視覚障害生活訓練専門職（現従事者・常勤）と他資格の年間賞与額の比較 

33．視覚障害生活訓練専門職（現従事者・常勤）の年収試算額の状況 

34．視覚障害生活訓練専門職（現従事者・常勤）の男女別・年齢階層別平均年収試算額の状況 

35．視覚障害生活訓練専門職（現従事者・常勤）の男女別・勤続年数別平均年収試算額の状況 

36．視覚障害生活訓練専門職（現従事者・常勤）と他職種の年収試算額等の比較 

37．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の当該職種への就業決定理由 

38．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の働く上での不安や悩み 

39．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）の当該職種の継続従事の意向 

40．視覚障害生活訓練専門職（現従事者）が当該職種に望む改善点 

 

【過去従事者・未従事者の意向と考え】 

41．過去従事者の男女別・雇用形態別の状況 

42．過去従事者の男女別・雇用形態別勤続年数の状況 

43．過去従事者の当該職種からの離職理由 

44．過去従事者の当該職種への復帰意向 

45．過去従事者が当該職種に望む改善点 

46．未従事者の当該職種への未就業理由 

47．未従事者が当該職種に望む改善点 

 

【視覚障害生活訓練専門職に求められる能力と必要となる知識及び技術】 

48．視覚障害生活訓練専門職に求められる能力 

49．視覚障害生活訓練専門職に必要となる知識及び技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【資料 2】集計結果例（集計結果の一部） 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 


